
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
亀
●
●
●
●
●
■
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●

・
●
．
●
・
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
・
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
。
●
．
●
．
●
。
●
．
●
．
●
．
●
．
。
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
・
．
●
．
●
．
●
．
●
・
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●
．
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
■
●
●
●
■
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
○
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●

・
●
○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
●
●

●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
　
　
　
●
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
●

■
●
●
●
●
●
●
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
●

●
●
●
●
●
■
●
　
　
　
●
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
●

逐次刊行物
　
●
●
●
●
●
●
●
　
　
●
●

●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
●
●
●
■
●

一
．
嚇
σ
．
．
●
．
●
．
●
●
●

●
●
Ω
　
　
　
●
●

　
●
●
㎝
　
　
　
●
●

．
β
」
彊
．
●

”
弓
鱒
哲
・

　
し
　

…盟
●
●
●

嬬趨
闇■L●　●

タ
●
き
’

　
　
　
幽
　
．

　
　
　
　
●

eee ?? ee ?? ee ?? ee戟g鼈黷e

eeeeeeqeeeeeeeeepeeeeeeee　eLsLi．：．：．：．：．：．：e：’：’3ttee

eee．eeeeqee　e ??????e
－eeeeeee’k“一“：．：．：e：e：．：e●

●

●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
ド

ンハ●ンイコド
・
．
●
．
ン

●
．
●
●
、

●
●
●
ノ

●
　

　
●
　

●
●
号

。
・
8

■
●

　

第●
・
・
　

　
　
獅

“
”
”
”
日

　

●
－

●
●

　

．
●
．
回

．
．
－

●
●
月

●
毎

．
．
　
●
●
6

日毎月1回　1日発行第98号e
　e　e　e　e　e　e　e　一．e．e．e．e　e．e　e．eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee．e．e．e．eie．e．eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee．e　e．e　e．ee’eee ???????????e
eeeeeeeeeeeee　e．ee　e ??@e’e　e ?????????eeee ?? ee ?? ee ?? ee ?? ee ?? ee ?? eU ?? ee ?? e

eeeee　e－eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee
eeeeeee．ee

e

e

．
e

ど

ん
ん

〔家裁・弁護士への

．・訴え募集中〕■10年ほど前に、

子さんらが中心となり、行動を起こす会の女たちが家裁に対する要望を

たことをご存知の方も多いと思います。金住典子弁護士によれば、そ

望書のおかげで、やはり家裁の調停のあり方もずいぶん変わってきた

場にいて感じるとのことです。そこで私たちが、第2弾の要望を出せ

、なおいいのではないかと、先日の離婚制度研究会でも話がでたので

■というのも、最近

た、とみに家裁の調停に対する不満が多くなっているからです。いま

「女大学」を持ちだす調停委員や、男性調停委員に同調するだけで一

意志を伝えない女性調停委員がいるようですし、相談機能の無さや、

の早期打ち切りなどシステムに対する不満、要望も続出しています。

■もちろん、良心的

も多いのですが、外部の研究会に出ることさえ禁じられていては家裁

からの改革は望めそうもありません。やはり、利用者である私たちが

験をしっかりと記録してそれを訴え、そして、たとえば調停委員の任

準を公表してほしいとか、家裁のシステムをこのように改善してほし

か具体的な要望を出していくべきだと思います。■家裁にだけでなく

護士にも、そして行政の婦人相談室や無料相談に対しても同様で、私

の体験をまず書きつづり、この点はこうあつてほしかったと訴えてい

せんか。今暁に同封した返信用封筒に、老後アンケートと共にぜひ訴

お送り下さるようお願いします。書くのが苦手な方は電話番号を明記

下されば、こちらからお電話いたします。（円より子）第

号　200円

無断転載【発行日】1989

月1日【発行所】現代家族

研究所東京都渋谷区神宮前

33－2－202〒150　電話03
02）7354，4385【分室】　0484

1－0496　児玉【発行・編集人】　

より子【編集スタッフ】　

佐知子【印刷】　㈱日出島
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海
を
渡
る
鳥
は
、
波
間

う流木に憩うという。離

それは旅の半ばの一つの

事。新たな旅立ちをした

ちはいま手をとりあい、

あるがゆえの偏見と差別

きあう。ハンド・イン・

ドは生きやすい社会をめ

、支えあう女たちの流木

る。　●■●●●●■●
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ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い

円
よ
り
子

　
五
月
三
日
の
新
聞
報
道
で
、
昨
年
の

自
殺
者
の
う
ち
、
高
齢
女
性
の
自
殺
が

急
増
し
て
い
る
と
あ
り
ま
し
た
。

　
特
に
配
偶
者
と
死
に
別
れ
た
ケ
ー
ス

が
目
立
つ
と
の
こ
と
で
す
が
、
年
金
制

度
の
未
成
熟
さ
か
ら
く
る
経
済
的
困
窮

も
大
き
な
要
因
で
し
ょ
う
し
、
家
族
主

義
的
教
育
を
受
け
た
彼
女
た
ち
世
代
と
、

親
の
扶
養
は
し
な
い
と
考
え
る
子
供
世

代
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
子
供
が
独
立
し
、
夫
に
先
立
た
れ
た

妻
が
生
き
る
目
標
を
失
う
、
い
わ
ゆ
る

「
空
の
巣
症
候
群
」
も
要
因
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
病
苦
や
そ
の
介
護
を
し

て
も
ら
う
こ
と
の
気
が
ね
な
ど
、
自
殺

の
原
因
は
い
く
つ
も
重
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
け
れ
ど
、
自
殺
の
原
因
は
誰
に
で
も

あ
る
と
い
え
ば
い
え
ま
す
。
離
婚
し
た

女
た
ち
は
、
持
ち
家
も
な
け
れ
ば
、
子

供
が
独
立
す
る
ま
で
必
死
で
、
自
分
の

老
後
の
蓄
え
な
ど
ひ
と
つ
も
な
い
と
い

っ
た
、
さ
ら
に
悪
い
状
況
に
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
で
も
、
早
く
か
ら
シ
ン
グ
ル
を

選
ん
だ
妻
た
ち
は
、
孤
独
を
乗
り
切
る

術
を
持
っ
て
い
る
し
、
友
人
も
趣
味
も

生
き
が
い
も
あ
る
よ
う
で
す
。
決
し
て

自
殺
な
ど
を
選
び
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。

「
で
も
、
や
っ
ぱ
り
老
後
の
こ
と
は
気
に

な
る
」
と
い
う
声
が
、
こ
の
頃
、
ハ
ン

ド
の
会
合
で
も
合
宿
で
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
「
子
供
が
独
立
し
た
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
が

ほ
し
い
」
「
健
康
が
頼
り
だ
か
ら
、
か
ら

だ
を
鍛
え
て
い
る
の
」
「
み
ん
な
で
ハ
ン

ド
の
家
を
建
て
て
、
管
理
的
で
は
な
い

自
由
な
、
シ
ニ
ア
ハ
ウ
ス
を
運
営
し
ま

し
ょ
う
よ
」
な
ど
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

話
が
で
て
い
ま
す
。
定
年
を
指
折
り
数

え
て
待
ち
、
定
年
後
は
ハ
ン
ド
の
事
務

局
や
一
一
〇
番
を
手
伝
う
ん
だ
と
張
り

き
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
「
老
後
」
と
い
う
と
ま
だ
ま
だ
と
思
う

人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
で
も
、
老
後
は

三
十
代
か
ら
始
ま
る
と
い
う
考
え
も
。

老
い
て
か
ら
で
は
遅
い
わ
け
で
す
。

　
さ
あ
、
あ
な
た
の
老
後
は
？
　
と
い

う
わ
け
で
「
離
婚
と
老
後
」
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
離
婚
女
性
の
老

後
の
こ
と
な
ど
眼
中
に
な
い
、
厚
生
省

や
企
業
に
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
記
名
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
同
封
の

封
筒
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

（
横
組
み
な
の
で
、
8
頁
目
が
ア
ン
ケ
ー

ト
の
頭
で
す
）

締
切
り
は
六
月
二
〇
日
。

回　　
　
私
が
一
人
娘
の
た
め
、
両
親

　
　
　
を
み
る
こ
と
と
稼
業
を
継
ぐ

目
的
で
婿
養
子
を
迎
え
、
三
年
に
な

り
ま
す
。
夫
は
結
婚
し
て
一
年
経
っ

た
こ
ろ
か
ら
外
泊
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
女
性
が
い
る
こ
と
は
感
じ

て
お
り
ま
し
た
が
、
先
日
ラ
ブ
レ
タ

ー
を
見
つ
け
て
不
貞
を
確
信
し
ま
し

た
。
心
を
入
れ
換
え
て
く
れ
る
よ
う

に
頼
み
ま
し
た
が
真
面
目
に
話
し
合

っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
離
婚
し
た
い
と

申
し
ま
し
た
ら
、
自
分
は
婿
養
子
だ

し
、
妻
の
方
か
ら
離
婚
を
言
い
出
し

た
の
だ
か
ら
私
の
方
か
ら
慰
謝
料
を

払
え
と
言
い
ま
す
。
夫
の
不
貞
が
原

因
で
も
私
が
慰
謝
料
を
払
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

囚　　
　
婚
姻
は
、
両
性
の
意
思
の
合

　
　
　
致
と
、
婚
姻
届
け
と
い
う
形

式
に
基
づ
い
て
の
み
成
立
し
、
二
人

で
新
し
い
共
同
生
活
を
築
い
て
い
く

も
の
で
あ
り
、
何
れ
か
が
相
手
の
家

に
入
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
婚
姻
に
際
し
て
妻
の
氏
を
称
し

よ
う
と
、
夫
の
氏
を
称
し
よ
う
と
、

相
手
の
両
親
と
養
子
縁
組
み
を
し
ょ

う
と
し
ま
い
と
、
婚
姻
の
本
質
に
影

弁護士110番
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　
離
婚
に
伴
う
解
決
金
と
し
て
一
般

に
授
受
さ
れ
る
の
は
慰
謝
料
・
財
産

分
与
等
の
他
、
法
律
上
請
求
権
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
ス
ム
ー

ズ
に
協
議
離
婚
す
る
た
め
の
金
銭
（
文

字
ど
お
り
の
解
決
金
）
で
す
。
一
般

的
に
は
、
妻
が
夫
か
ら
受
け
取
っ
て

い
る
の
が
実
情
で
す
が
、
こ
れ
は
「
女

だ
か
ら
男
に
お
金
を
貰
っ
て
当
た
り

前
」
だ
か
ら
で
も
な
け
れ
ば
、
「
妻
が

夫
の
家
に
嫁
入
り
し
て
、
そ
こ
を
出

る
か
ら
払
っ
て
貰
う
」
も
の
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
慰
謝
料
は
自
己
の
違
法

有
責
な
行
為
で
相
手
方
に
精
神
的
苦

痛
を
与
え
た
場
合
に
そ
の
精
神
的
苦

痛
を
慰
謝
す
る
た
め
、
財
産
分
与
は

夫
婦
で
築
い
た
財
産
を
清
算
す
る
た

め
、
純
粋
の
解
決
金
は
離
婚
裁
判
等

を
回
避
し
て
円
滑
に
離
婚
す
る
た
め

に
払
う
も
の
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
ど
ち
ら
が
先
に
離
婚
を

要
求
し
た
か
、
ど
ち
ら
の
氏
を
称
し
て

い
る
か
で
慰
謝
料
の
支
払
い
義
務
が

決
ま
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

解
決
金
を
払
っ
て
円
満
に
離
婚
す
る

の
は
選
択
肢
に
入
れ
て
も
良
い
で
し

ょ
う
。
　
　
　
弁
護
士
　
竹
川
幸
子
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6．老後をどのように生きていきたいと思いますか。（ひとつだけ）

1．寝たきりや痴呆にならず、元気で長生きできると思う

2．寝たきりなど身体の自由がきかなくなっても長生きしたい

3．身体の自由がきかず、元気に活動できないくらいなら長生きしたいと思わない

4．身体の自由はともかく、痴呆状態になったら長生きしたいと思わない

5．わからない

6．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
7．　〔子どものいる方に〕老後の子どもとの関係について次の4点にわたりお伺いします

①精神的に子どもとはどのようにつきあいたいと思いますか。（ひとつだけ）

1．日常的に交流し、深くつながっていたい

2．時々、または必要に応じて交流し、ある程度距離をもってつながっていたい

3．子どもに寄りかからず、自分自身の老後を生きたい

4．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5．わからない

②経済的に子どもとはどのような関係でありたいですか。（ひとつだけ）

1．子どもから経済的援助を受けたい　　2．経済的援助は受けたくない

3．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4．わからない

③子どもと同居したいですか。（ひとつだけ）

1．したい　　　　2．したくない　　　　　　　3，わからない

④あなたの生活に介助が必要になったとき、子どもにそれを期待しますか。（ひとつだけ）

1．子どもに介助してもらいたい　　2．子どもをあてにはしたくない

3．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4．わからない

8．老後のあなたの役割や必要とされる場はどこだと思いますか。　（自由回答）

9．老後の孤独についてどのようにお考えですか。（自由回答）

10．あなたが亡くなったらどこの墓にはいるつもりですか。（ひとつだけ）

1．実家の墓にはいる

2．自分のための墓を購入したい（した）

3．わからない

4．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ご協力どうもありがとうございました。

現代家族間題研究所（1989．6．1）

円より子・村井美紀・内藤和美
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　②〔老後の準備を体力増進や健康保持と答えた方に〕具体的にどのような配慮をしていますか。

　1．食生活に気をつける　　2。健康診断を定期的に受ける

　3．規則正しい生活をする　　4．睡眠・休養を充分にとる

　5．ストレ・スの解消を心がける　　6．運動する

　7．酒やたばこを慎む　　8．栄養剤、ビタミン剤、健康食品などをとる

　9．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

③〔始めたという方に〕いっから準備を始めましたか。（ひとつだけ）

　1．若いうちから　　2．子どもに手がかからなくなってから

　3．子どもが社会人になってから　　4．定年や退職の少し前から

　5．離婚を契機に

6．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

④〔始めていないという方に〕今後準備を始めるつもりはありますか。（ひとつだけ）

　1．これから始めるつもり

　3．始めたいが現在の生活に精一杯で始める余裕がない

　2．とくに考えていなかった

4．始める必要を感じない

⑤〔これから始めるつもりの方に〕具体的にどのような準備を始めようと思いますか。（ひとつだけ）

　1．年金、貯金などの経済的準備　　2．住居の確保

　3．体力増進や健康保持の努力　　4．家族関係の充実

5。趣味など余暇の充実　　6．地域での友人・仲間作り

7．職を得るための技術・技能の習得

8．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑥〔これから始めるつもりの方に〕いっから始めようと思いますか。（ひとつだけ）

1．若いうちから　　2．子どもに手がかからなくなってから

3．子どもが社会人になってから　　4．定年や退職の少し前から

5，離婚を契機に

6．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

9．ひとりで生きることをどう思いますか。そのメリット、デメリットなどご自由にお書きください。

9．どんな時に孤独を感じますか。またそれにどのように対応していますか。ご自由にお書きください。

IV．老後の生活

1．老後の生活でとくに大切にしたいことはどのようなことですか。（ひとつだけ）

1．仕事　　2．趣味、教養、学習

3，友人や地域の人との交流　　4．家族とののんびり気ままな生活

5．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5．老後の生活の場としてどこで暮らしたいですか。（ひとつだけ）

1．自分の家　　2．子ども達の家

3．老人ホーム等公的施設　　4．それ以外の共同生活

5．わからない

6．その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（4）



③〔持ち家以外の方に〕今後家を購入したいと思いますか。（ひとつだけ）

　1，思う　　　　　　　　2．思わない

④〔持ち家以外の方に〕思う理由、思わない理由を教えてください。

III．老後にむけて

1．老後の生活を共におくりたいと思う相手は誰ですか。（ひとつだけ）

　1．夫

　2．同居しているパートナー（異性）

　3．つきあっている友人（異性）

　4．現在はいないが、いずれ異性の友人と

　5．娘　　6．息子

　7．友人（同性）とおくることになるだろう

　8．兄弟姉妹たちとおくることになるだろう

　9．そのような相手はいない

10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2．　〔配偶者、パートナーがいらっしゃらない方に〕今後の再婚やパートナーについてどう考えていら

　っしゃいますか。（ひとつだけ）

　1．できるだけ早く再婚したい　　2．子どもが社会人になってから再婚したい

　3．子どもが結婚してから再婚したい　　4．再婚せず1人で生きていきたい

　5再婚したくないがなんらかの形でパートナーや共同生活者を得たい

　6，その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3．現在あなたは健康ですか。（ひとつだけ）

　1．非常に健康である　　2，人並みに健康である

　3．病気がちである　　4．病気である

4．老後の自分の健康に不安がありますか。（ひとつだけ）

　L不安がある　　2．少し不安がある　　3．とくにない

5．いままでに老人の介護の経験はありますか。

　1．自分の両親や祖父母の介護をしたことがある

　2．夫の両親や祖父母の介護をしたことがある

　3．知人・友人の介護をした経験がある

　4経験したことはない

6．「老後」とはいつからだと思いますか。（ひとつだけ）

　1．60才ころから　　2．65才ころから　　3．70才ころから

4．退職（　　才）したときから　　5．日常生活が不自由になった時から

　6．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

7．老後の生活について考えたことがありますか。（ひとつだけ）

　1．よく考える　　2．時々考える

　3．あまり考えない　　4．全く考えていない

8．老後のために何か準備を始めていますか。

　1．始めている　　　　　　2．始めていない

　①〔始めたという方に〕具体的にどのようなことをしていらっしゃいますか。

　1．年金、貯金などの経済的準備　　2．住居の確保

　3．体力増進や健康保持の努力　　4．家族関係の充実

　5．趣味など余暇の充実　　6．地域での友人・仲間作り

　7．職を得るための技術・技能の習得

　8．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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4．働いて得る収入以外の収入がありましたら種類と金額を教えてください。　（月額）

L児童扶養手当（

2．年金〔種類

3．生活保護（

4．夫からの養育費（

5．親族からの援助（

6．不動産収入（

7．親の遺産利子（

8．預金、有価証券配当金（

9．その他〔種類

）円

円
一

）

円
円
円
円

）
　
）
　
）
　

）

（

）円

）円〕

）円〕

5．現在の貯金額はどれくらいですか。（ひとつだけ）

1．100万円未満　　　　　2．100～200万円未満　　　　3．200～300万円未満

4．300～400万円未満　　5．400～500万円未満　　　6．500～600万円未満

7．600～700万円未満　　8．700～800万円未満　　　9．800～900万円未満

10．900～1000万円未満　　11．1000万円以上　　　　　12．なし

6．貯金をする主な目的は何ですか。（ひとつだけ）

1．生活費のたしにする　　　　2．教育費のため

3．住宅資金として　　　　　　4．病気や事故への備え

5．老後の備え　　　　　　　6．その他（　　　　　　　　　　　　　）

7．私的保険や年金に入っていますか。（ひとつだけ）

L入っていない

曝：：＿か　1
1．財テクのため　　　2．教育費　　　　　3．病気や事故への備え

4．老後への備え　　　5．死後の子どもたちのために

8．

　　〔高校の場合〕

1．あなたが負担する（した）　　2．本人が負担する（した）　　3．夫が負担する（した）

4親族からの援助を受ける（受けた）　　5．なにも準備していない（行かせられなかった）

6．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　〔大学・専門学校の場合〕（ひとつだけ）

1．あなたが負担する（した）　　2．本人が負担する（した）　　3．夫が負担する（した）

4．親族からの援助を受ける（受けた）

5．なにも準備していない（行かせられなかった）

6．その他（

〔子どものいる方に〕子どもが進学を希望したとき、学費はどのようにして賄いましたか（ますか）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

9．老後の経済基盤はなにを中心にする予定ですか（ひとつだけ）

　1．賃金　　　　　　　　2．年金・恩給　　　　3．財産

　4．子どもなどからの仕送り

　5．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10．あなたのいま住んでいるのはどのような家ですか。（ひとつだけ）

　1．持ち家（一戸建）　　　2．持ち家（マンション）　　3．借家（一戸建、マンション）

　4．社宅・官舎　　　　　　5．間借り（民間）　　　　　6．親の家、または親の持ち家

　7．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

①〔持ち家と答えた方に〕ローンの支払いがありますか。（ひとつだけ）

　1．いいえ　　　　　　　2．はい（それが月の収入に占める割合　　　　　％）

②〔家賃を払っている方に〕それが月の収入に占める割合は何％ですか。

　（　）o／o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）



9．

1．子どもとの関係も含めいっさい他人でいたい

2．子どもとの関係は尊重するがその他は他人でいたい

3．冠婚葬祭の付き合いはする

4．相手から何らかの働きかけがあればそれはあえて拒まない

5．万一の時はたすけあってもよい

6．友達でいたい

7．その他（

〔離婚された方へ〕別れた夫との今後の関係についてどのようにお考えですか。

（ひとつだけ）

）

II．あなたの経済生活面についてお伺いします。

1．あなたの生活費は何によって賄われていますか。

　1．あなたが働いて得る収入　　2．夫の給料　　　　　　3．貯金等をきりくずして

　4．離婚時慰謝料　　　　　　　5．子どもの養育費（夫からの送金）

6親族からの援助　　　　　7親の遺産
8．児童扶養手当等公的扶助費　9．生活保護

2．あなたは現在働いていらっしゃいますか。

　1．はい　　　　　　　　2．いいえ

3．働いている方にお伺いします。

①どのようなお仕事ですか。（ひとつだけ）

　1．事務職　　　　　　2．専門職・技術職

4．工業・製造業　　　5．農林・漁業

　それぞれの仕事の内容を具体的に（

②どのような働き方ですか。（ひとつだけ）

　1．経営者　　　　　　2．公務員

4．自営業手伝い　　　5．非常勤職員・パート

8．年金

10．その他（

3．商業・サービス業

3．正社員（常勤）

6．自由業

③働いて得る年収はどれくらいですか。（ひとつだけ）

1．100万円未満　　　　2．100～200万円未満

4．300～400万円未満　　5．400～500万円未満

7．600～700万円未満　　8．700～800万円未満

10900～1000万円未満　　11．1000万円以上

④保険には入っていますか。（ひとつだけ）

1．会社の健康保険　　　　2．国民健康保険

3．共済組合保険　　　　　4．その他

5．入っていない

⑤公的年金に入っていますか。（ひとつだけ）

1．厚生年金　　　　　　　2．共済組合年金

4．その他　　　　　　　5．入っていない

）

3．200～300万円未満

6．500～600万円未満

9．800～900万円未満

3．国民年金

）

⑥現在のあなたの仕事には定年制度がありますか。（ひとつだけ）

1．ある（　　）才　　　2．ない

⑦今後転職や再就職の希望はありますか。（ひとつだけ）

　1．ある　　　　　　　　　2．ない
［その理由を教えてくだ、い（　　　　　　　）
⑧老後（定年・退職後）も現在の仕事（職種）を続けたいと思いますか。（ひとつだけ）

　1．できるだけ長く続けたい

　2．定年（退職）後は他の職種に変わり、70才位まで働きたい

　3．定年（退職）後は他の職種に変わり、65才位まで働きたい

　4．老後は仕事をしたくない　　5．わからない

　6．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（7）



　　　　　　　　　　　　　　　老後に関するアンケート

＊以下の質問におこたえください。　（）内には具体的な数字や事柄を、選択肢のある設問には該当

する所に○を付けてください。答えの数は設問毎に指示した数だけ答えてください。

1．あなたとあなたのご家族についておききします。

1．年齢一満（　）才、性別一女・男
2．現在一緒に暮らしている方はあなたを含めて何人いますか。また、その方との関係を具体的に教

　　えてください。　（具体的に）

　　　〔例　子ども2人、父、母、本人一計5人目

3．あなたは今結婚していらっしゃいますか。（ひとつだけ）

1．結婚している〔配偶者と同居一結婚（　）年〕

2．結婚している〔配偶者と別居一結婚（　）年、別居（　）年〕

3．離婚した〔結婚（　）年、離婚後（　）年〕

4．再婚した〔離婚後（　）年、再婚後（　　）年〕

5．入籍していないがパートナーと同居している〔離婚または別居後（）年、同居後（）年〕

6．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4．あなたにお子さんはいらっしゃいますか。（ひとつだけ）

　　1．いる　　　　　　　　　　2．いない

　　①〔いるとお答えになった方へ〕お子さんの性別、年齢、学籍を教えてく

　　　ださい。　〔例・女、9才小学4年生。男、21才社会人〕　倶体的に）

　　②〔離婚なさった方へ〕離婚時どちらが子どもをひきとりましたか。（ひとつだけ）

　　　　1．妻　　　　　2．夫　　　　3．夫婦でわけた

　　③〔離婚なさった方へ〕離婚時養育費の取り決めはなさいましたか。（ひとつだけ）

　　　　1．　しなかった

　　　　2．　した〔1人について月額（　　　　　）円〕

　　　　　　　　　〔それ以外の取り決め内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　④〔養育費の取り決めをした方へ〕その取り決めは現在履行されていますか。

　　　　1．履行されている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ひとつだけ）

　　　　2．履行されていない

　　　　3．子どもが成人に達したのでおわった

5．あなたはいつまで子どもの生活を経済的にサポートするべきだと思いますか。（ひとつだけ）

L高校卒業まで　　　　　　　　2．大学・専門学校卒業まで

3．社会人になるまで　　　　　　4．結婚するまで

5．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6．子どもの生活の自立の時期はいつ頃だとお考えですか。（ひとつだけ）

　1．高校卒業時　　　　　　　　　　2．大学・専門学校卒業時

3．社会人になる時　　　　　　　　4．結婚する時

5．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7．あなたの御両親についてお伺いします。（おのおのひとつだけ）

①父親は　1．健康　　2．病気　　3．亡くなった　　4、親の別居・離婚で音信不通

②母親は　1．健康　　2．病気　　3．亡くなった　　4親の別居・離婚で音信不通

8．結婚期間中、親との同居経験はありますか。

1．夫の親との同居経験あり　　2．妻の親との同居経験あり　　3．なし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）






